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『
孝
行
録
』
と

「
二
十
四
孝
」
再
論

金

文

ム
口
小

先
に
筆
者
は
、
「
『
孝
行
録
』
の
「
明
達
売
子
」
に
つ
い
て
｜
｜
「
二
十
四
孝
」
の
問
題
点
」
（
『
汲
古
』
第
一
五
号
平
成
元
年
六
月
）

題
し
て
、
高
麗
の
『
孝
行
録
』
お
よ
び
元
代
の
雑
劇
、

さ
ら
に
は
最
近
発
見
さ
れ
た
金
元
代
墳
墓
の
出
土
資
料
中
に
み
え
る
「
明
達
売
子
」

故
事
に
つ
い
て
考
察
し
、
併
せ
て
現
行
の
郭
居
敬
本
「
二
十
四
孝
」
と
「
明
達
売
子
」
を
含
む
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
と
の
先
後
関

係
に
ま
で
論
を
及
ぼ
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
高
橋
文
治
氏
「
金
元
墓
の
孝
子
図
と
元
曲
」
（
『
未
名
』
第
八
号一
九
八
九
年
）
、ま
た
唐

長
寿
氏
「
拠
敦
健
変
文
考
釈
画
像
グ
王
武
子
妻
。
和
グ
劉
明
達
。
」
（
『
敦
健
研
究
』一
九
九
O
年
第
一
期
）
が
前
後
し
て
こ
の
問
題
を
取
り
あ

げ
ら
れ
、
ま
た
筆
者
自
身
も
い
く
つ
か
の
点
に
気
が
つ
い
た
た
め
、
先
の
論
文
が
論
点
、
資
料
共
に
未
備
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

特
に
敦
燈
本
「
孝
子
伝
」
の
中
に
「
明
達
売
子
」
故
事
が
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
た
の
は
、
敦
燈
文
書
と
日
本
伝
来
資
料
の
共
通
性
を
先
の

論
文
で
説
い
て
い
る
だ
け
に

一
大
失
誤
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
の
間
題
を
再
度
検
討
し
、
前
論
を
補
訂
す
る
必
要

と
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性
を
感
じ
る
に
至
っ
た
。
煩
を
厭
わ
ず
敢
え
て
本
論
を
草
す
る
所
以
で
あ
る
。
行
論
の
都
合
上
、
ま
た
前
論
未
読
の
読
者
の
便
宜
の
た
め
、

内
容
に
前
論
と
の
重
複
が
あ
る
点
は
、
諒
と
さ
れ
た
い
。

近
年
、
儒
教
再
評
価
の
気
運
が
高
ま
る
中
で
、
儒
教
と
孝
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
あ
ら
た
め
て
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
本
論
は
そ
の
よ
う

な
問
題
に
つ
い
て
も

一
つ
の
視
点
を
供
す
る
た
め
の
契
機
と
な
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。

高
麗
本
「
孝
行
録
』
に
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
以
下
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。

(2) (1) 

権
近
校
注
「
孝
行
録
』
（
李
朝
刊
・
旧
朝
鮮
総
督
府
図
書
館
蔵
本
、
韓
国
精
神
文
化
院
蔵
）
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日
本
古
写
本
『
真
本
孝
行
録
』
（
狩
谷
披
斎
旧
蔵
本
、
南
葵
文
庫
蔵
）

(6) (5) (4) (3) 

右
の
活
字
本
（
大
正
十
一
年
南
葵
文
庫
刊
）

『
孝
行
録
校
本
』
（
岡
本
況
斎
『
況
斎
叢
書
』
第
五
十
六
冊
）

室
町
時
代
崇
伝
写
『
孝
行
録
』
（
徳
田
進
氏
蔵
）

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
郡
山
某
氏
写
権
近
校
注
「
孝
行
録
』
重
刊
本
（
徳
田
進
氏
蔵
）

円iω
ω
m
wは
、
徳
田
進
氏
『
孝
行
説
話
集
の
研
究
』
（
井
上
書
房

江
戸
中
期
写
『
孝
行
録
』

昭
和
三
十
八
年
）
に
見
え
て
い
る
。
右
の
所
蔵
状
況
を
見
る
と
、
こ
の
書

物
が
朝
鮮
よ
り
早
く
に
日
本
に
伝
わ
り
、
む
し
ろ
日
本
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
刊
行
の
次
第
は
、
次
に
掲
げ
る
至
正
六
年
（
一
三
四
六
）
、
す
な
わ
ち
高
麗
の
忠
穆
王
二
年
に
書
か
れ
た
李
斉
賢
の
序
に
見
え
て
い
る
。



府
院
君
吉
昌
権
公
、
嘗
命
工
人
画
二
十
四
孝
図
、
僕
即
賛
、
人
頗
伝
之
。
既
而
院
君
以
画
与
賛
献
之
大
人
菊
斎
国
老
。
菊
斎
又
手
抄

三
十
有
八
事
、
而
虞
丘
子
附
子
路
、
王
延
附
黄
香
、
則
為
章
六
十
有
二
、
其
辞
語
未
免
於
冗
且
但
、
蓋
欲
田
野
之
民
皆
得
易
読
而
悉
知

也
。
文
士
見
不
指
以
為
調
唱
符
者
幾
希
。
然
念
菊
斎
公
八
旬
有
五
、
吉
昌
公
六
旬
有
六
、
而
長
昏
色
養
、
得
其
歓
心
、
此
亦
老
莱
子
七

十
而
戯
総
者
何
異
。
僕
将
大
書
特
書
、
更
為
権
氏
孝
行
賛
一
章
、
然
後
乃
止
。
至
正
六
年
五
月
初
吉
、
李
斉
賢
序
。

府
院
君
は
高
麗
末
期
の
権
臣
で
あ
っ
た
権
準
。
彼
が
工
人
に
命
じ
て
二
十
四
孝
図
を
描
か
し
め
、
そ
れ
に
李
斉
賢
が
賛
を
加
え
た
も
の
を

権
準
の
父
の
権
湾
、
号
は
菊
斎
に
献
じ
た
と
こ
ろ
、
権
薄
は
さ
ら
に
三
十
八
事
を
追
加
し
、
そ
れ
に
も
李
斉
賢
が
賛
を
つ
け
た
も
の
が
す
な

わ
ち
こ
の
「
孝
行
録
」
で
あ
る
。

権
湾
、
権
準
父
子
お
よ
び
李
斉
賢
は
、
共
に
朱
子
学
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
新
し
い
文
化
の
導
入
と
普
及
に
努
め
た
麗
末
の
代
表
的
な

文
人
政
治
家
で
あ
り
、
権
滞
は
大
徳
二
年
（
一
三
O
二
）
、
至
大
二
年
（
一
三O
九
）
の
二
度
に
わ
た
り
、
ま
た
李
斉
賢
は
延
祐
元
年
（
一
三

一
四
）
以
来
、
延
祐
四
年
（
一
コ
二
七
）
、
延
祐
六
年
（
一
コ
二
九
）
、
延
祐
七
年
（
一
三
二
O
）
、
至
元
五
年
（
一
三
三
九
）
と
度
々
使
節
と

し
て
元
に
赴
い
た
経
験
を
も
っ
。
特
に
李
斉
賢
は
、
在
元
中
、
桃
燐
、
越
孟
頗
な
ど
当
時
一
流
の
学
者
文
人
と
交
際
が
あ
り
、
越
孟
頻
の
松

雪
体
を
紹
介
す
る
な
ど
多
方
面
の
活
躍
を
示
し
、
ま
た
彼
自
身
も
書
家
、
画
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
な
お
李
朝
の
太
宗
元
年
（
一
四O

六
）
に
『
孝
行
録
』
の
校
注
を
著
し
た
権
近
は
、
権
準
の
孫
に
あ
た
る
。

次
に
『
孝
行
録
』
に
収
め
る
「
二
十
四
孝
」
お
よ
び
権
漕
が
追
加
し
た
三
十
八
事
の
細
目
を
示
そ
う
。

「
二
十
四
孝
」

①
大
舜
象
耕

②
老
莱
児
戯

③
郭
巨
埋
子

④
董
氏
賃
身

⑤
関
子
忍
寒

⑥
曽
氏
覚
痛

⑦
孟
宗
冬
街

仙
川
劉
殿
天
芹

⑨
王
祥
氷
魚

⑬
美
詩
泉
鯉

⑪
禁
順
分
権

⑫
陸
績
懐
橘

州
側
義
婦
割
股
ω
孝
蛾
抱
屍

⑬
丁
蘭
刻
母

仙
川
劉
達
売
子



間
元
覚
警
父

⑬
田
真
諭
弟

側
魯
姑
抱
長

権
漕
追
加
三
十
八
事

1

周
妃
問
安
②
漢
皇
嘗
薬

3

仲
由
負
米

9

綻
紫
購
父
叩
景
休
乳
弟
日
文
貞
穿
横

口
蒔
包
被
殴
日
庚
衰
護
病
問
劉
政
焚
香

お
載
良
櫨
鳴
⑫
呉
猛
鮫
唾
幻
飽
永
去
妻

お
子
平
罪
己
⑪
寿
昌
棄
官
お
英
公
焚
髪

（O
は
郭
居
敬
本
「
二
十
四
孝
」
）

⑫
越
宗
賛
痩

④
黄
香
扇
枕

[36] [28] [20] (12) 
文部許古
正放孜初
扮棄負伏
背子土棺

ω
飽
山
負
僅

[37][29][21]([ 5 J 
陳茄由王日
氏容徒哀硝
養設不泣拝
姑膳食柏像

狩
谷
披
斎
旧
蔵
本
で
は
、
こ
の
他
、
最
後
に
「
黄
山
谷
」
．
を
補
つ
で
あ
る
。

側
伯
瑞
泣
杖

⑫
珠
子
入
鹿

⑫
楊
香
跨
虎

[32] [24] [16] [ 8 J 
世李裳少
通詮師玄
永投狼鏡
慕江馴膚

右
を
見
れ
ば
、
『
孝
行
録
』
本
の
「
二
十
四
孝
」
に
は
郭
居
敬
本
に
な
いωω
ω
側
間
側
ω
ω
の
八
つ
の
話
が
あ
り
、
ま
た
郭
居
敬
本
に
あ

([22] [14] [ 6 J 
斡乾宗顧
婁邑承’｜宣
嘗過生泣
糞哀竹書

⑧ 
長
孫
感
婦

唐［31][23] [15] [ 7 J 
夫江王文張
人革陽譲元
）自選烏療
傭険助目

っ
て
『
孝
行
録
』
に
な
い
八
つ
は
、
「
黄
山
谷
」
を
除
い
て
、
す
べ
て
権
湾
の
追
加
し
た
三
十
八
事
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
で
あ

刻
版
、

ろ
う
。
な
お
明
代
の
『
日
記
故
事
』
（
万
暦
間
劉
竜
田
刊
『
新
銀
類
官
様
日
記
故
事
大
全
』
お
よ
び
江
戸
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
の
そ
の
覆

明
末
刊
『
二
十
四
孝
日
記
故
事
」
）
に
収
め
る
「
二
十
四
孝
」
は
、
郭
居
敬
本
の
う
ち
実
際
は
兄
弟
の
こ
と
を
述
べ
た
⑬
田
真
諭
弟
、

⑫
越
宗
替
痩
の
代
り
に
、
3

仲
由
負
米
と
紅
江
革
自
傭
が
入
っ
て
お
り
、
ま
た
明
末
の
張
九
詔
編
、
注
道
昆
増
訂
の
『
群
書
拾
唾
』
巻
五
に

見
え
る
「
二
十
四
孝
」
は
、
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
の
う
ち
、
同
劉
達
売
子
と
⑫
楊
香
跨
虎
の
代
り
に
、
④
黄
香
一
扇
枕
と
氾
江
革
自
傭

き
て
、
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
に
つ
い
て
、

が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
す
で
に
前
論
で
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。

川
瀬
一
馬
氏
は
、
「
二
十
四
孝
詩
注
の
研
究
」
（
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
収
）
に
お
い



て
、
高
麗
で
編
ま
れ
た
『
孝
行
録
』
が
中
国
に
輸
入
さ
れ
て
「
二
十
四
孝
」
を
生
ん
だ
と
推
論
さ
れ
、ま
た
徳
田
進
氏
は
そ
れ
と
は
逆
に
、

郭
居
敬
の
『
二
十
四
孝
詩
選
』
か
ら
『
群
書
拾
唾
』
本
の
「
二
十
四
孝
」
が
生
ま
れ
、それ
が
さ
ら
に
「
孝
行
録
』
へ
と
変
化
し
た
と
主
張

さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
筆
者
の
前
論
は
、
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
が
郭
居
敬
本
よ
り
も
早
く
、
主
に
中
国
の
北
方
に
行
わ
れ
、
そ
れ

が
高
麗
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
種
々
の
資
料
を
も
と
に
証
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
筆
者
の

考
え
は
基
本
的
に
変
っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
郭
居
敬
本
の
成
立
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
事
実
を
補
っ
て
お
き
た
い
。
郭
居
敬
は
元
末

の
人
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
の
『
二
十
四
孝
詩
選
』
の
成
立
は
、
そ
れ
以
前
に
ま
で
湖
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
郭
居
敬
の
伝
記
に
つ
い
て
は

次
の
二
つ
の
資
料
が
あ
る
。

郭
居
敬
、
尤
渓
人
、
性
至
孝
、
事
親
左
右
承
順
其
心
。
嘗
集
虞
舜
以
下
二
十
四
人
孝
行
之
概
、
序
而
詩
之
、
名
「
二
十
四
孝
詩
」
以

訓
童
蒙
。
（
清
乾
隆
十
二
年
刊
『
統
文
献
通
考
』
巻
七
十

按
尤
渓
県
志
、
郭
居
敬
八
都
小
村
人
、
篤
学
好
吟
味
、
詩
文
不
尚
富
麗
、
性
篤
孝
、
事
親
左
右
承
順
、
得
其
歓
心
、
既
没
哀
殻
尽
札
。

嘗
撰
虞
舜
以
下
二
十
四
人
孝
行
之
概
、
序
而
為
詩
、
用
訓
童
蒙
、
時
虞
陽
諸
公
薦
朝
、
敬
乃
辞
不
就
、
終
身
隠
居
小
村
、
以
処
士
終
。

相
郷
賢
。
（
「
古
今
図
書
集
成
』
学
行
典
第
一
百
九
十
二
巻
「
孝
弟
部
名
賢
列
伝
」
十
四
之
三
）

虞
集
（
一
二
七
二
｜
一
三
四
八
）
、
欧
陽
玄
（
一
二
八
三
｜
一
三
五
七
）
の
推
薦
を
受
け
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
郭
居
敬
は
む
し

ろ
元
代
中
期
の
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
従
来
『
二
十
四
孝
詩
選
』
の
最
古
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
明
の
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）
刊
『
新
刊
全
相
二

十
四
孝
詩
選
』
の
日
本
人
に
よ
る
古
抄
本
（
竜
谷
大
学
蔵
）
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
長
沢
規
矩
也
氏
「
元
明
編
刊
の
故
事
集
に
つ
い
て
」
（
『
書

誌
学
』
第
十
六
巻
二
号

昭
和
十
六
年
）
に
そ
れ
よ
り
早
い
元
刊
本
の
存
在
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
長
沢
氏
に
よ
る
と
元
刊
本
は
、
見
返
し



に
「
二
十
四
孝
／
奉
親
詩
選
「
郭
居
敬
作
」
二
十
四
人
行
孝
弟
／
百
千
万
載
振
綱
常
」
、
巻
頭
に
「
全
相
二
十
四
孝
詩
選
／
延
平
尤
渓
郭
居
敬

選
」
と
あ
る
上
図
下
文
本
で
あ
る
。
嘉
靖
本
の
祖
本
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

こ
の
他
、
近
藤
春
雄
氏
『
中
国
学
芸
大
事
典
』
の
「
二
十
四
孝
」
の
条
に
は
、
越
子
昂
の
弟
、
越
子
園
に
よ
る
「
越
子
園
二
十
四
孝
書
画

合
壁
」
（
北
平
古
物
陳
列
所
民
国
二
十
二
年
刊
）
の
細
目
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
日
記
故
事
』
本
に
等
し
い
。
ま
た
未
見
の
た

め
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
中
国
叢
書
綜
録
」
に
は
、
宋
・
朱
烹
撰
『
二
十
四
孝
原
編
』一
巻
（
『
三
徐
堂
叢
刻
』
収
）
を
著
録
す
る
。
さ

ら
に
陳
正
宏
氏
の
「
漫
話
二
十
四
孝
』
（
上
海
文
化
出
版
社

一
九
九
二
年
）
も
指
摘
す
る
如
く
、
南
宋
末
の
人
、
林
同
の
『
孝
詩
』
（
「
四
庫

全
書
』
『
学
海
類
編
』
『
両
宋
名
賢
小
集
』
『
叢
書
集
成
初
編
』
収
）
に
は
、
『
二
十
四
孝
詩
選
』
中
の
大
舜
、
曽
参
、
関
損
、
老
莱
子
、
郭
巨
、

禁
順
、
萎
詩
、
丁
蘭
、
陸
績
、
黄
香
、
王
哀
、
王
祥
、
孟
宗
、
庚
臥
前
委
、
唐
夫
人
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
う
ち
王
哀
、
庚
血
病
委
、
唐
夫
人
は
、

『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
に
は
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
林
同
の
『
孝
詩
』
が
郭
居
敬
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
で
あ

ろ
、
っ
。

以
上
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
郭
居
敬
は
『
二
十
四
孝
詩
選
』
の
詩
の
作
者
で
あ
っ
て
、
「
二
十
四
孝
」
自
体
の
選
者
で
は
な
く
、
そ
の
成
立

は
郭
居
敬
以
前
の
元
初
、
も
し
く
は
南
宋
末
に
ま
で
湖
る
可
能
性
が
大
き
い
と
思
え
る
。
ま
た
朱
子
、
林
問
、
郭
居
敬
は
す
べ
て
福
建
人
で

あ
り
、
こ
の
系
統
の
「
二
十
四
孝
」
が
福
建
を
中
心
と
す
る
南
方
で
成
立
し
、
流
行
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
明
末
に
こ
れ
を
や
や

改
訂
し
た
「
二
十
四
孝
」
を
収
め
る
『
日
記
故
事
』
も
、
す
べ
て
福
建
の
刊
行
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
の
方
も
、
前
論
で
述
べ
た
金
代
よ
り
も
早
く
、
北
宋
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と

が
、
出
土
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
き
ら
に
そ
れ
が
唐
代
に
ま
で
糊
り
う
る
可
能
性
も
、
敦
燈
本
「
孝
子
伝
」
な
ど
と
の
比
較
に
よ

っ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。



近
数
十
年
来
、
中
国
北
部
の
山
西
省
お
よ
び
河
南
省
で
発
掘
さ
れ
た
宋
金
元
代
墓
か
ら
は
、
墓
中
の
壁
画
も
し
く
は
石
棺
、石
梓
に
刻
き

れ
た
画
像
と
し
て
、
多
数
の
孝
子
図
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
れ
ら
を
年
代
順
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

(1) 

各
図

楊
題
あ
り

北
宋
崇
寧
五
年
（
一
一

O
六
）
洛
陽
張
君
石
棺
線
刻
孝
子
列
女
図
（
「
洛
陽
北
宋
張
君
墓
画
像
石
棺
」
『
文
物
』
一
九
八
四
年
第
七
期
）
。

①
「
越
孝
宗
」
②
「
郭
巨
」
③
「
丁
蘭
」
④
「
劉
明
達
」
⑤
「
舜
子
」
⑥
「
曹
蛾
」
⑦
「
孟
宗
」
⑧
「
禁
順
」
⑨
「
王
祥
」
⑬
「
董
永
」

⑪
「
魯
義
姑
」
⑫
「
劉
殿
」
⑬
「
孫
悟
元
覚
」
⑬
「
賊
子
」
⑬
「
飽
山
」
⑬
「
曽
参
」
⑫
「
美
詩
」
⑬
「
王
武
子
妻
」
⑬
「
楊
昌
（
香
）
」

＠
「
田
真
三
人
」
＠
「
韓
伯
食
（
稔
）
」
⑫
「
関
損
」
⑧
「
陸
績
」
⑫
「
老
莱
子
」計
二
十
四
名
（

）
内
は
筆
者
、
配
列
は
『
文
物
』
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に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
と
完
全
に
一
致
し
よ
う
。
①
「
越
孝
宗
」
は
、
『
孝
行
録
』
の

⑫
越
宗
替
痩
、
⑥
「
曹
蛾
」
は
、
ω
孝
蛾
抱
屍
、
⑪
「
魯
義
姑
」
は
側
魯
姑
抱
長
、
⑬
「
孫
悟
元
覚
」
は
仰
元
覚
警
父
、
⑬
「
賊
子
」
は

側
改
子
入
鹿
、
⑬
「
王
武
子
妻
」
は
ω
義
婦
割
股
、
⑫
「
閑
損
」
は
⑤
関
子
忍
寒
に
各
々
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
「
孝
行
録
』
本
「
二
十

四
孝
」
は
、
お
そ
く
と
も
北
宗
末
に
は
、
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

(2) 

楊
題
あ
り

北
宋
政
和
七
年
（
一
一
一
七
）
洛
寧
楽
重
進
墓
石
棺
の
線
刻
図
（
「
河
南
洛
寧
北
宋
楽
重
進
画
像
石
棺
」
『
文
物
』
一
九
九
三
年
第
五
期
）
、

①
「
曹
蛾
」
②
「
関
子
蕎
」
③
「
劉
明
達
」
④
「
回
真
」
⑤
「
董
永
」
⑥
「
楊
香
」
⑦
「
飽
山
」
⑧
「
賊
子
」
⑨
「
美
詩
」
⑬
「
老
莱
子
」

。
「
韓
伯
聡
」
⑫
「
元
覚
」
⑬
「
陸
続
（
績
）
」
⑪
「
王
祥
」
⑬
「
郭
巨
」
⑬
「
劉
殿
」
⑫
「
王
武
子
口
（
妻
）
⑬
「
越
孝
宗
」
⑬
「
曽
参
」



＠
「
魯
義
姑
」
＠
「
丁
蘭
」
⑫
「
孟
宗
」

q
d
 

計
二
十
二
名
。
『
孝
行
録
』
に
比
べ
て
舜
子
と
禁
順
を
欠
く
。

北
宋
宣
和
五
年
ご
一
二
三
）
金
紫
光
椋
大
夫
孫
王
十
三
秀
才
寿
棺
の
線
刻
図
（
「
洛
陽
出
土
北
宋
画
像
石
棺
」
『
考
古
与
文
物
』

九

八
三
年
第
五
期
）
、
務
題
あ
り
。

①
「
王
午
（
武
）
子
」
②
「
江
（
美
）
系
（
詩
）
」
③
「
丁
欄
（
蘭
）
」
④
「
舜
子
」
⑤
「
郭
巨
」
⑥
「
董
永
」
⑦
「
韓
伯
食
（
瑞
）
」
⑧
「
曹

蛾
」
⑨
「
田
真
」
⑬
「
越
孝
宗
」
⑪
「
包
（
飽
）
中
（
山
？
）
」
⑫
「
孟
宗
」
⑬
「
元
覚
」
⑬
「
陸
績
」
⑬
「
王
祥
」
、
計
十
五
名
。
す
べ

て
『
孝
行
録
」
中
の
人
物
で
あ
る
が
、
誤
字
が
目
立
ち
、
特
に
系
と
詩
の
音
通
は
、
き
わ
め
て
異
例
で
あ
ろ
う
。

(4) 

北
宋
宣
和
七
年
（
一
一
二
五
）
河
南
輩
県
石
棺
の
線
刻
図
（
輩
県
西
村
宋
代
石
棺
墓
清
理
簡
報
」
『
中
原
文
物
」

一
九
八
八
年
第
一
期
）

楊
題
あ
り
。
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①
「
丁
蘭
刻
木
」
②
「
董
永
売
身
」
③
「
舜
子
事
父
」
④
「
郭
巨
埋
児
」
⑤
「
賊
子
悲
前
」
⑥
「
飽
山
起
（
栓
）
熟
」
⑦
「
劉
殿
泣
江
」

⑧
「
子
蕎
諌
父
」
」
⑨
「
伯
検
（
球
）
泣
杖
」
⑬
「
曽
参
母
歯
指
」
⑪
「
武
妻
事
家
」
⑫
「
陸
績
懐
橘
」
⑬
「
詩
妻
奉
姑
」
⑬
「
元
覚
廻
筈
」

⑬
「
田
真
」
⑬
「
曹
蛾
泣
江
」
⑫
「
孟
宗
突
竹
」
⑬
「
莱
老
奉
親
」
⑬
「
王
祥
臥
泳
」
＠
「
禁
母
伯
雷
」
＠
「
楊
香
跨
虎
」
⑫
「
越
孝
宗
」

＠
「
魯
義
姑
」
⑫
「
劉
明
達
」

同
山
西
長
子
県
金
代
中
期
墓
の
壁
画
（
「
山
西
長
子
県
石
哲
金
代
壁
画
墓
」
『
文
物
』

①
「
舜
子
」
②
「
劉
明
達
」
③
「
董
永
」
④
「
飽
山
」
⑤
「
越
孝
宗
」
⑥
「
楊
昌
（
香
）
」
⑦
「
元
覚
」
⑧
「
萎
師
（
詩
）
」
⑨
「
魯
義
姑
」

計
二
十
四
名
。
す
べ
て
『
孝
行
録
』
と
一
致
す
る
。一

九
八
五
年
第
六
期
）
、
楊
題
あ
り
。

⑬
「
曽
参
」
⑪
「
禁
順
」
⑫
「
関
子
蕎
」
⑬
「
賊
子
」
⑬
「
陸
績
」
⑬
「
劉
殿
」
⑬
「
丁
蘭
」
⑫
「
王
祥
」
⑬
「
郭
巨
」
⑬
「
王
武
子
妻
」

＠
「
韓
伯
喰
」
＠
「
田
真
兄
弟
」
⑫
「
孟
宗
」
＠
「
曹
蛾
」
⑫
「
老
莱
子
」

計
二
十
四
名
。
す
べ
て
『
孝
行
録
』
と
一
致
す
る
。

金
正
隆
年
間
（
一
一
五
六
l

一
一
六
O
）
、
山
西
開
喜
県
小
羅
荘
一
号
墓
の
碍
離
（
「
山
西
省
聞
喜
県
金
代
碍
離
壁
画
墓
」
「
文
物
』
一
九



八
六
年
第
十
二
期
）
、
楊
題
あ
り
。

①
「
曽
母
噛
子
痛
心
」
②
「
劉
明
達
売
子
孝
父
母
」
③
「
王
武
子
割
股
奉
親
」
④
「
孟
宗
突
竹
生
手
」
⑤
「
王
祥
臥
沫
求
魚
」
⑥
「
曹
蛾

治
江
突
父
」
⑦
「
劉
殿
行
孝
」

計
七
名
。
す
べ
て
「
孝
行
録
』
中
に
含
ま
れ
る
。

間
金
大
定
二
八
年
ご
一
八
八
）
、
山
西
開
喜
県
小
羅
荘
二
号
墓
の
壁
画
（

ω
に
同
じ
）
、
楊
題
な
し
。

仰
に
挙
げ
た
も
の
の
他
に
、
魯
義
姑
、
江
革
、
大
舜
が
あ
る
。
江
革
は
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
に
入
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
題
記

が
な
い
の
で
誤
認
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
の
他
、
六
号
墓
に
も
十
幅
の
壁
画
が
あ
り
、
内
容
は
倒
的
所
掲
の
も
の
と
共
通
す
る
と
い
う
。

間
金
大
定
八
年
（
一
一
六
八
）
、
山
西
め
源
県
正
中
村
墓
の
壁
画
。
前
記
ω
の
『
文
物
』
論
文
に
み
え
、
描
か
れ
た
二
十
四
孝
図
は
問
に
等

し
い
と
い
う
。

(9) 

題
あ
り
金
大
定
二
十
九
年
（
一
一
八
九
）
、
山
西
長
治
市
の
墓
壁
画
（
「
山
西
長
治
市
故
津
金
代
紀
年
墓
」
『
考
古
』

一
九
八
四
年
第
八
期
）
、
梼

①
「
元
角
（
覚
）
投
笛
勧
父
」
②
「
田
氏
分
居
」
③
「
武
妻
剖
股
」
④
「
大
舜
耕
田
」
⑤
「
関
子
審
」
⑥
「
劉
明
達
」
⑦
「
察
順
」
⑧
「
曹

三
間
母
」
⑨
「
老
莱
子
」
⑬
「
王
祥
臥
沫
」
O

「
曹
蛾
突
江
」
⑫
「
美
師
（
詩
）
婆
」
⑬
「
超
孝
宗
」
⑬
「
遺
親
懐
橘
」
（
陸
績
）
⑬
「
丁

蘭
刻
母
」
⑬
「
董
永
自
売
」
⑫
「
孟
宗
突
竹
」
⑬
「
夢
見
父
面
」
（
？
）
⑬
「
楊
香
女
打
虎
」
＠
「
伯
食
（
瑞
）
泣
杖
」
＠
「
郭
巨
埋
児
」

⑫
「
飽
山
」

計
二
十
二
名
。
『
孝
行
録
』
に
比
べ
て
、
魯
義
姑
、
劉
殿
、
隊
子
を
欠
く
。
⑬
「
夢
見
父
面
」
は
不
明
。

。。

金
明
昌
二
年
（
一
一
九
一
）
山
西
聞
喜
県
下
陽
村
の
墓
壁
画
（
的ω
に
同
じ
）
、
楊
題
な
し
。

①
「
孟
宗
」
②
「
曽
子
」
③
「
董
永
」
④
「
郭
巨
」
⑤
老
菜
子
⑥
越
孝

) ’
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金
明
昌
六
年
ご
一
九
五
）

山
西
長
治
の
墓
壁
画
（
「
山
西
長
治
安
昌
金
墓
」
『
文
物
』一
九
九
O
年
第
五
期
）
、
楊
題
あ
り
。



①
「
曹
蛾
」
②
「
郭
巨
」
③
「
越
孝
宗
」
④
「
老
莱
子
」
⑤
「
孟
宗
」
⑥
「
曽
参
」
⑦
「
丁
蘭
」
⑧
「
舜
子
」
⑨
「
韓
伯
食
（
稔
）
」
⑬
「
董

永
」
⑪
「
飽
山
」
⑫
「
王
武
子
妻
」
⑬
「
劉
殿
」
⑪
「
美
師
（
詩
）
」
⑬
「
楊
香
女
」
⑬
「
魯
義
姑
」
⑪
「
王
祥
」
⑬
「
禁
順
」
⑬
「
田
真
」

⑫
「
劉
明
達
」
＠
「
元
角
（
覚
）
」
⑫
「
陸
績
」
⑫
「
関
子
蕎
」
⑫
「
瑛
子
」
計
二
十
四
名
。
す
べ
て
『
孝
行
録
』
と
一
致
す
る
。
＠
「
瑛

子
」
は
、
こ
れ
ま
で
す
べ
て
麟
）
子
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
こ
で
初
め
て
『
孝
行
録
』
と
同
じ
聡
子
が
現
れ
る
。
こ
の
話
は
法
堅
訳
「
孝
子

勝
手
経
」
（
大
正
蔵
第
三
巻
）
に
由
来
し
、
勝
子
が
正
し
い
。

(12) 

金
代
中
晩
期
山
西
聞
喜
の
墓
壁
画
（
「
山
西
聞
喜
寺
底
金
墓
」
『
文
物
』一
九
八
八
年
第
七
期
）
、
楊
題
あ
り
。

①
「
元
角
（
覚
）
」
②
「
郭
巨
」
③
「
劉
明
達
」
④
「
楊
香
」
⑤
「
田
真
」
⑥
「
孟
宗
」
⑦
「
炎
（
隊
）
子
」
⑧
「
董
永
」
⑨
「
曹
蛾
」
⑬

「
丁
蘭
」O

「
王
祥
」
計
十
一
名
。
す
べ
て
『
孝
行
録
』
に
含
ま
れ
る
。

(13) 

元
至
元
十
二
年
（
一
二
七
五
）
山
西
丙
城
永
楽
宮
の
全
真
教
、
披
雲
大
師
宋
徳
万
（
一
一
八
一
ニ
ー
ー
一
二
四
七
）の
墓
中
石
榔
の
線
刻
画

（
「
山
西
丙
城
永
楽
宮
旧
社
宋
徳
方
・
潜
徳
沖
和
呂
祖
墓
発
掘
簡
報
」
『
考
古
』
一
九
六
O
年
第
八
期
）
、
楊
題
あ
り
。

①
「
董
永
」
②
「
郭
巨
」
③
「
孟
宗
」
④
「
王
祥
」
計
四
名
。

ま
た
沖
和
真
人
潜
徳
沖
（
一
一
九
一
i

一
二
五
六
）
の
墓
中
石
榔
四
周
に
も
線
刻
図
が
あ
る
。

①
「
董
永
」
②
「
関
子
蕎
」
③
「
孟
宗
」
④
「
舜
子
」
⑤
「
陸
稜
（
績
）
」
⑥
「
韓
伯
検
（
球
）
」
⑦
「
王
武
子
」
⑧
「
王
祥
」
⑨
「
劉
明

達
」
⑬
「
丁
欄
（
蘭
）
」
⑪
「
任
（
隊
）
子
」
⑫
「
董
（
萎
）
師
（
詩
）
」
⑬
「
老
莱
」
⑬
「
曽
参
」
⑬
「
田
真
」
⑬
「
元
角
（
覚
）
」
⑪
「
括

（
郭
）
拒
（
巨
）
」
⑬
「
越
孝
宗
」
⑬
「
劉
鷹
（
殿
）
」
⑫
「
魯
義
姑
」
＠
「
楊
香
」
⑫
「
飽
山
」
⑫
「
曹
蛾
」
⑫
「
察
順
」計二
十
四

名

す
べ
て
『
孝
行
録
』
と
一
致
す
る
。

) 
a
a
官
t
E
A
 

( 

元
至
大
四
年
（
一
三
一
一
）
山
西
新
鮮
の
墓
壁
浮
離
（
「
山
西
新
鮮
案
里
村
元
墓
」
『
考
古
』一
九
六
六
年
第
一
期
）
、
楊
題
な
し
。



①
魯
義
姑
②
関
子
蕎
③
田
真
④
不
祥
⑤
王
武
子
⑥
舜
子
⑦
原
穀
⑧
郭
巨
⑨
黄
香
⑬
孟
宗
⑪
王
祥
⑫
勝
子
、
計
十
二
名
。
⑨
黄
香
は
『
孝
行

録
』
本
「
二
十
四
孝
」
に
な
く
郭
居
敬
本
に
あ
る
が
、
題
記
が
な
い
の
で
誤
認
の
お
そ
れ
も
あ
る
。
も
し
本
当
に
黄
香
の
話
で
あ
れ
ば
、

郭
居
敬
本
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

右
の
資
料
か
ら
、
お
よ
そ
以
下
の
諸
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

（一）

『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
成
立
の
下
限
は
、
北
宋
末
、
徽
宗
の
崇
寧
五
年
（
一
一O
六
）
で
あ
る
。

ω 

そ
れ
以
降
、
元
代
中
期
に
至
る
ま
で
、
河
南
、
山
西
一
帯
の
墓
中
装
飾
画
に
用
い
ら
れ
た
孝
子
図
は
、
す
べ
て
「
孝
行
録
』
系
の
も
の

で
あ
る
。

臼

北
宋
の
も
の
は
、
す
べ
て
河
南
省
洛
陽
附
近
か
ら
出
土
し
、

し
か
も
す
べ
て
石
棺
、
石
榔
の
線
刻
図
で
あ
る
。

（四）

金
元
の
も
の
は
、
す
べ
て
山
西
省
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
し
か
も
仰
の
永
楽
宮
出
土
の
も
の
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
壁
画
も
し
く
は
壁

面
の
浮
離
で
あ
り
、
北
宋
期
の
も
の
と
顕
著
な
対
比
を
な
す
。

同
側
を
時
代
に
よ
る
変
遷
と
理
解
す
べ
き
か
、
ま
た
は
地
域
的
特
徴
と
見
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
そ
の
双
方
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
郭
居
敬
本
「
二
十
四
孝
」
の
成
立
が
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
早

く
、
た
と
え
南
宋
末
に
湖
り
得
る
と
し
て
も
、
朱
寿
昌
、
黄
山
谷
と
い
う
二
人
の
北
宋
人
の
話
を
含
む
そ
れ
よ
り
も
、
『
孝
行
録
』
本
の
方
が

古
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
が
、
北
宋
末
か
ら
元
代
ま
で
山
西
、河
南
を
中
心
と
す
る
北
方
で
流
行
し
て
い

た
こ
と
に
も
疑
問
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
淵
源
は
さ
ら
に
古
く
、
唐
代
に
ま
で
湖
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



四

『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
に
あ
り
な
が
ら
、
郭
居
敬
本
も
し
く
は
そ
れ
以
後
の
「
日
記
故
事
」
な
ど
の
「
二
十
四
孝
」
に
入
っ
て
い

な
い
の
は
、
「
劉
殿
天
芹
」
「
義
婦
割
股
（
王
武
子
妻
）
」
「
孝
蛾
抱
屍
（
曹
蛾
）
」
「
劉
達
売
子
（
劉
明
達
）
」
「
元
覚
警
父
」
「
魯
姑
抱
長
（
魯
義

姑
）
」
「
飽
山
負
管
一
」
「
伯
球
泣
杖
（
韓
伯
稔
）
」
の
八
つ
の
話
で
あ
っ
た
。
う
ち
劉
殿
は
『
晋
書
』
巻
八
十
八
、
曹
蛾
は
『
後
漢
書
』
巻
百
十

四
、
魯
義
姑
は
『
列
女
伝
』
、
韓
伯
稔
は
『
説
苑
・
建
本
』
な
ど
に
見
え
る
著
名
な
故
事
で
あ
る
が
、
あ
と
の
四
名
に
つ
い
て
は
各
々
に
問
題

が
あ
る
。
以
下
に
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
「
元
覚
警
父
」
に
つ
い
て
、
『
孝
行
録
』
の
本
文
と
李
斉
賢
の
賛
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

元
覚
之
父
悟
、
性
行
不
肖
。
覚
祖
年
老
且
病
。
悟
厭
之
、乃
命
覚
輿
糞
而
棄
於
山
中
。
覚
不
能
止
、
従
至
山
中
、
牧
責
而
帰
。
倍
日
-280-

「
凶
器
何
用
」
。
対
日
「
留
以
昇
父
」
。
父
悟
漸
、
遂
迎
祖
帰
。

元
倍
惇
戻
、
棄
父
窮
山
。
有
子
名
覚
、
牧
箪
貝
而
還
。日
此
凶
器
、
汝
何
用
為
。
親
老
昇
送
、
世
々
所
資
。
良
心
不
亡
、
自
反
知
改
。

迎
父
帰
家
、
奉
養
無
怠
。

す
な
わ
ち
、
父
の
悟
が
年
老
い
た
祖
父
を
山
中
に
捨
て
た
の
を
、
そ
れ
に
用
い
た
貨
を
取
っ
て
お
い
て
、
次
は
父
の
時
に
使
う
と
言
っ
て
、

い
さ
め
る
話
で
、
中
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
姥
捨
て
の
慣
行
を
示
す
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
こ
の
元
覚
は
、
『
太
平
御
覧
』
に
「
孝
子
伝
」

を
引
く
原
穀
の
誤
記
に
相
違
な
い
。

「
孝
子
伝
」
日
、
原
穀
者
不
知
何
許
人
。
祖
年
老
、父
母
厭
患
之
、
意
欲
棄
之
、
穀
年
十
五
、
梯
泣
苦
諌
、
父
母
不
従
、
乃
作
輿
昇

棄
之
。
穀
乃
随
牧
輿
帰
、
父
謂
之
日
、
「
爾
罵
用
此
凶
具
。
」
乃
云
、
「
恐
後
父
老
、
不
能
更
作
、
得
是
以
取
之
耳
。
」
父
感
悟
抽
出
催
、

乃



載
祖
帰
養
。

（
『
太
平
御
覧
』
巻
五
一
九
「
宗
親
部
」
）

『
孝
行
録
』
が
父
の
名
を
悟
と
す
る
の
は
、
「
父
感
悟
」
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
は
ま
た
日
本
の
『
今
昔
物
語
・
雲
且
部
』
に

も
見
え
、

そ
こ
で
は
原
谷
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
原
穀
も
し
く
は
原
谷
を
元
覚
と
表
記
し
た
最
も
早
い
例
は
、
敦
燈
本
の
「
捜
神
記
」

（
『
敦
燈
変
文
集
』
牧
）で
、
そ
の
第
二
十
四
条
に

『
史
記
』
日
、
「
孫
一
万
覚
者
、
陳
留
人
也
、
年
始
十
五
、
心
愛
孝
順
。
其
父
不
孝
、
元
覚
祖
父
年
老
、
病
痩
漸
弱
、
其
父
憎
嫌
、
遂
縛
僅

輿
昇
棄
深
山
。
1

下
略
｜

と
同
じ
話
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
孫
を
誤
っ
て
姓
と
し
て
い
る
点
は
、
先
に
挙
げ
た
「
洛
陽
北
宋
張
君
墓
画
像
石
棺
」
（ω
）
の
⑬
「
孫
悟

元
覚
」
（
悟
は
父
の
名
で
あ
ろ
う
）と
一
致
す
る
。
元
覚
の
淵
源
は
敦
燈
本
「
捜
神
記
」
の
孫
元
覚
に
あ
る
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
飽
山
負
僅
」
の
『
孝
行
録
』
本
文
及
び
賛
を
示
そ
う
。

飽
山
字
文
木
。
京
兆
人
也
。
養
母
至
孝
、
漢
末
大
荒
、
以
僅
負
母
。
送
往
南
秦
。
路
逢
群
賊
、
問
日
何
故
知
是
、
山
以
情
告
之
。
賊

相
謂
日
、
孝
子
也
、
輿
絹
数
疋
。

京
兆
飽
山
、
遭
世
凶
荒
。
将
母
逃
難
、
負
之
用
僅
。
道
逢
却
賊
、

吐
辞
懇
側
。
賊
心
猶
感
、
釈
而
去
之
。
匪
惟
釈
之
、
束
帯
輿
之
。

賊
亦
人
子
。
安
有
不
恕
。

飢
僅
の
際
に
母
親
を
僅
に
入
れ
て
背
負
っ
て
逃
げ
た
の
を
見
て
、
盗
賊
が
感
心
し
て
物
を
贈
っ
た
と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
る
が
、
こ
の
飽

山
は
、

お
そ
ら
く
鮪
出
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
陳
寿
の
「
三
国
志
』
巻
十
八
の
注
に
引
く
『
貌
略
』
「
勇
侠
伝
」
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

飽
出
学
文
才
、
京
兆
新
豊
人
也
。
少
遊
侠
。
興
平
中
、
三
輔
乱
、
出
輿
老
母
兄
弟
五
人
家
居
本
県
、
以
飢
餓
、
留
其
母
守
舎
、
相
将



行
採
蓬
実
。
合
得
数
升
、
使
其
二
兄
初
、
雅
及
其
弟
成
持
帰
、
為
母
作
食
、
独
輿
小
弟
在
後
採
蓬
。
初
等
到
家
、
而
噸
人
賊
数
十
人
巳

略
其
母
、
以
縄
貫
其
手
掌
、
駆
去
。
初
等
怖
恐
、
不
敢
追
逐
。
須
央
、
出
従
後
到
、
知
母
為
賊
所
略
、
欲
追
賊
。
兄
弟
皆
云
、
「
賊
衆
、

当
如
何
。
」
出
怒
日
、
「
有
母
而
使
賊
貫
其
手
、
将
去
煮
噸
之
、用
活
何
為
」
乃
接
骨
結
妊
独
追
之
、
行
数
里
及
賊
。
賊
望
見
出
、乃
共

布
列
待
之
。
出
到
、
回
従
一
頭
研
賊
四
五
人
、
賊
走
。
｜
中
略
l

賊
乃
解
還
出
母
。
l

中
略
｜
出
得
母
還
、
遂
相
扶
侍
、
客
南
陽
。
建

安
五
年
、
関
中
始
関
、
出
来
北
帰
、
而
其
母
不
能
歩
行
、
兄
弟
欲
共
輿
之
。
出
以
輿
車
歴
山
険
危
、
不
如
負
之
安
穏
、
乃
以
寵
盛
其
母
、

独
自
負
之
、
到
郷
里
。
｜
下
略
｜

こ
れ
を
『
孝
行
録
』
の
話
と
比
べ
て
み
る
と
、
『
孝
行
録
』
に
は
、
前
半
の
「
人
を
噸
う
賊
」
に
さ
ら
わ
れ
た
母
を
奮
戦
の
末
、
奪
回
す
る

話
が
な
く
、
た
だ
後
半
の
龍
に
母
を
入
れ
て
背
負
う
話
に
賊
を
か
ら
ま
せ
た
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
飽
出
｜
飽
山
、
字
の
文
木
｜
文
才
、
京

伝
」
や
「
蒙
求
』
の
類
に
は
絶
え
て
見
え
な
い
が
、
た
だ
敦
燈
本
「
孝
子
伝
」
（
『
敦
煙
変
文
集
』
牧
）
だ
け
は
、
飽
出
の
名
の
も
と
に
、
『
三

兆
人
の
一
致
、
南
秦
l

南
陽
な
ど
か
ら
考
え
て
、
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
話
は
、
六
朝
以
来
の
「
孝
子

国
志
』
と
ほ
ぼ
向
内
容
の
話
を
牧
め
て
い
る
。
先
の
元
覚
の
場
合
ほ
ど
直
接
的
で
は
な
い
に
し
ろ
、
『
孝
行
録
』
の
飽
山
の
来
源
と
し
て
は
、

」
の
敦
燈
本
「
孝
子
伝
」
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

残
っ
た
「
義
婦
割
股
（
王
武
子
妻
）
」
と
「
明
達
売
子
」
は
、
共
に
通
常
の
文
献
に
は
全
く
見
え
ず
、た
だ
敦
燈
本
「
孝
子
伝
」
に
の
み
牧

め
ら
れ
て
い
る
。
「
義
婦
割
股
」
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

王
武
子
、
河
陽
人
也
。
官
遊
未
回
、
其
妻
至
孝
、
姑
病
危
、
婦
遂
黙
祷
割
股
、
輿
姑
食
之
、
其
病
即
疫
。
国
家
知
之
、
遂
輿
母
妻
封

爵
武
子
愛
姓
、
河
陽
之
王
。
官
遊
未
返
、
母
病
泊
床
。
若
非
人
肉
、
更
療
無
方
。
妻
自
割
股
、
作
糞
輿
嘗
。
病
遂
疫
愈
、
名
聞
唐
皇
。



封
妻
爵
母
、
孝
徳
以
彰
。

こ
れ
に
対
応
す
る
敦
燈
本
「
孝
子
録
」
で
は
、
王
武
子
は
開
元
中
に
湖
州
に
行
っ
て
十
年
帰
ら
ず
、
の
ち
、
開
元
二
十
三
年
に
、
武
の
母

は
国
太
夫
人
に
、

ま
た
妻
は
部
郡
夫
人
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
、
よ
り
詳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
「
孝
行
録
』
で
は
年
代
な
ど
は
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
賛
に
「
名
聞
唐
皇
」
と
言
う
の
か
ら
す
れ
ば
、
李
斉
賢
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
と
思
え
る
。

桑
原
隙
蔵
「
支
那
人
間
に
が
け
る
食
人
肉
の
風
習
」
（
『
桑
原
隙
戴
全
集
』
第
二
巻

し
て
の
割
股
の
風
は
、
「
新
唐
書
』
巻
一
九
五
の
「
孝
友
伝
」
に
、
「
唐
時
陳
臓
器
著
『
本
草
拾
遺
』
、
謂
人
肉
治
議
疾
。
自
是
民
間
以
父
母
疾
、

岩
波
書
店

昭
和
四
十
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
孝
行
と

多
封
股
肉
而
進
。
」
と
あ
る
知
く
、
開
元
年
聞
の
医
家
、
陳
蔵
器
の
『
本
草
捨
遺
』
が
備
を
作
し
た
も
の
で
、
唐
以
前
に
は
絶
無
に
近
い
と
言

う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
王
武
子
妻
の
話
は
、

そ
の
最
も
早
い
例
の
一
っ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
「
明
達
売
子
」
に
つ
い
て
は
、
前
論
で
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
再
度
取
り
上
げ
て
、

い
く
つ
か
の
点
を
補
充
す
る
こ
と
に
し

た
い
。
『
孝
行
録
』
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

劉
明
達
天
性
大
孝
、
共
妻
奉
母
、
時
歳
大
荒
、
推
車
載
母
往
河
陽
。
在
路
子
侵
母
食
、
遂
売
其
子
、
妻
遂
割
一
乳
輿
其
子
、
相
輿
成

其
孝昔

劉
明
達
、
共
妻
挽
車
。
年
荒
載
母
、
就
粟
移
居
。
恐
侵
母
膳
、
持
売
幼
子
。
獲
銭
五
百
、
以
備
廿
旨
。
妻
不
忍
別
、
割
乳
而
帰
。

専
心
孝
養
、
終
始
無
遺
。

明
達
が
飢
鐘
に
母
を
養
う
た
め
に
子
を
売
る
と
い
う
の
は
分
る
が
、
次
に
妻
が
乳
を
割
い
て
子
に
あ
た
え
、
「
相
と
も
に
そ
の
孝
を
成
し
た
」

は
な
は
だ
理
解
し
に
く
い
話
で
あ
ろ
う
。
敦
燈
本
「
孝
子
録
」
で
は
、
子
を
売
っ
た
相
手
が
王
将
軍
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

ち
ち

妻
は
、
「
肝
腸
す
断
し
て
、
拡
を
割
き
て
身
亡
ぶ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
悲
し
み
の
余
り
死
ん
だ
と
い
う
の
は
分
か
り
ゃ
す
い
（
た
だ
し
そ

と
い
う
の
は
、



れ
で
は
孝
行
に
な
ら
な
い
）
が
、
な
ぜ
乳
を
割
く
の
か
は
、
依
然
と
し
て
不
可
解
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
仮
説
を

も
っ
て
い
る
。

李
氏
朝
鮮
の
学
者
、
李
圭
景
の
『
五
洲
桁
文
長
筆
散
稿
』
（
明
文
堂
影
印
本
）
巻
四
十
四
に
、
「
断
乳
不
恋
母
弁
証
説
」
が
あ
り
、
母
を
失

っ
た
幼
子
に
乳
を
断
ち
母
を
忘
れ
さ
せ
る
た
め
の
処
方
が
『
古
今
秘
苑
』
を
引
い
て
述
べ
て
あ
る
。
「
断
乳
」
、
現
代
語
の
「
断
妨
」
は
、

し E

わ
ゆ
る
乳
ば
な
れ
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
明
達
の
妻
の
話
は

こ
の
「
断
乳
」
を
曲
解
し
た
上
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば

そ
れ
は
割
股
と
共
に

い
ず
れ
も
一
種
の
民
間
医
学
療
法
か
ら
生
じ
た
話
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お

こ
の
話
が
元
代
の
雑
劇
中
に
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
論
で
す
で
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
に
牧
め
る

鄭
廷
玉
の
「
看
銭
奴
買
究
家
債
主
」
雑
劇
の
第
二
折
「
三
銭
…
」
に
、

我
不
是
侍
親
娘
棄
子
明
達
売
、
又
不
是
敬
老
母
疎
児
郭
巨
埋
。

ま
た
同
劇
第
四
折
「
鬼
三
台
」
に
も

全
押
着
郭
巨
埋
児
、
也
強
如
明
達
売
子
。

と

い
ず
れ
も
郭
巨
の
話
と
対
で
見
え
て
い
る
。
明
の
戚
晋
赦
「
元
曲
選
』
所
収
の
「
看
銭
奴
」
劇
で
は
、
右
の
う
ち
「
三
教
に
は
削
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
前
論
で
は
漏
ら
し
た
が
、
『
録
鬼
簿
』
に
よ
れ
ば
、
「
西
廟
記
』の
作
者
と
し
て
名
高
い
王
実
甫
に
は
、
現
在
は
伝
わ

ら
な
い
が
、
「
明
達
売
子
」
雑
劇
の
作
が
あ
っ
た
。
当
時
こ
の
話
が
い
か
に
人
口
に
謄
突
し
て
い
た
か
知
れ
る
で
あ
ろ
う
。

き
て
以
上
、
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
に
見
え
て
郭
居
敬
本
に
は
入
っ
て
い
な
い
八
つ
の
故
事
の
う
ち
、
出
典
が
不
明
か
、
あ
る
い
は

出
典
は
明
ら
か
で
も
表
記
に
誤
り
の
あ
る
劉
明
達
、
王
武
子
妻
、
飽
山
、
元
覚
の
話
が
、
す
べ
て
敦
燥
本
「
孝
子
伝
」
も
し
く
は
「
捜
神
記
」

に
淵
源
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
は
、
敦
燈
資
料
に
反
映
さ
れ
た
唐
代
民
間
の
孝
子
故
事
と
密
接
な
関
係
に
あ



る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
敦
煙
本
「
孝
子
伝
」
に
は
、
「
孝
行
録
』
の
「
二
十
四
孝
」
の
う
ち
、
舜
子
、
萎
詩
、
禁
順
、
老
莱
子
、

孟
宗
、
曽
参
、
関
子
帯
、
董
永
、
郭
臣
、
飽
出
（
山
）
、
王
祥
、
越
孝
、明
達
、
王
武
子
、
丁
蘭
の
十
五
名
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
存
す
る
「
二
十
四
孝
」
の
中
で
は
、
五
代
末
、
あ
る
い
は
宋
初
に
刊
行
さ
れ
た
敦
燈
本
の
「
故
圏
整
大
師
二
十
四
孝
押
座
文
」
（
『
敦
燥
変

文
集
』
牧
）
が
最
も
早
い
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
、
目
連
、
舜
、
王
祥
、
郭
巨
、
老
莱
、
孟
宗
、
美
詩
の
故
事
が
見
え
る
の
み
で
、
あ
と
は
一

般
的
な
訓
戒
に
終
始
し
て
お
り
、
二
十
四
名
の
全
体
を
知
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
で
き
な
い
。
冒
頭
に
目
連
を
挙
げ
る
点
か
ら
言
っ
て
も
、

こ
れ
を
た
だ
ち
に
『
孝
行
録
』
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
の
形
成
は
、
こ
の
「
故
国
肇

大
師
二
十
四
孝
押
座
文
」
と
敦
煙
本
「
孝
子
伝
」
あ
る
い
は
「
捜
神
記
」
と
の
接
点
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
て
、
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
そ
の
成
立
も
、
出
土
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
北
宋
末
よ
り
も
早
い
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

唐
代
に
淵
源
を
も
ち
、
北
宋
か
ら
金
、

元
代
に
至
る
ま
で
盛
行
し
た
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
は
、
次
の
明
代
に
な
る
と
全
く
見
ら

れ
な
く
な
り
、
代
り
に
郭
居
敬
本
系
統
の
「
二
十
四
孝
」
の
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
大
体
以
下
の
諸
点
が

考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
金
と
南
宋
に
よ
る
南
北
対
峠
の
時
代
が
長
く
続
い
た
結
果
、
南
北
の
文
代
に
大
き
な
亀
裂
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
北
方

の
『
孝
行
録
』
系
、
南
方
の
郭
居
敬
系
と
い
う
相
違
は
、
多
く
こ
こ
に
起
因
し
よ
う
。

次
に
、
特
に
南
宋
治
下
で
は
朱
子
学
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
思
想
、
文
化
が
勃
興
し
、
教
育
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、旧
来
の
伝
統
の

多
く
の
部
分
に
変
革
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
の
う
ち
、元
覚
、
飽
山
な
ど
原
典
を
誤
記



し
た
よ
う
な
話
、
あ
る
い
は
明
達
、
王
武
子
妻
の
よ
う
な
出
典
不
明
の
話
は
、
容
認
し
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
は
、
新
思
想
、
新
文
化
の
普
及
の
結
果
、
元
代
に
は
社
会
的
に
価
値
観
の
大
き
な
変
動
が
起
り
、
孝
に
つ
い
て
の
観
念
も
変
化
し

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
も
顕
著
な
あ
ら
わ
れ
は
、
唐
代
以
来
、
孝
行
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
割
股
の
風
習
に
つ
い
て
の
評
価
が
、
肯

定
か
ら
否
定
へ
と
変
っ
た
点
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
元
典
章
』
巻
三
十
三
「
札
部
」
巻
六
「
孝
節
・
行
孝
」
の
項
に
は
、
「
禁
割
肝
刻
眼
」
「
行
孝
割
股
不
賞
」
「
禁
臥
氷
行
孝
」
の
三
条
が
見

ら
れ
、
特
に
割
股
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
旋
表
の
対
象
か
ら
の
百
八
十
度
の
転
換
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
次
の
明
代
に

も
継
承
さ
れ
、
た
と
え
ば
『
礼
部
志
稿
』
（
洪
武
二
十
七
年
刊
）
巻
二
十
四
に
は
、
や
は
り
割
股
や
臥
氷
を
禁
止
す
る
旨
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
肉
体
の
損
傷
に
対
す
る
禁
止
、
も
し
く
は
嫌
悪
は
「
身
体
髪
膚
を
敢
え
て
致
傷
せ
ず
」
と
い
う
孝
の
本
旨
に
回
帰
す
る
復

前
引
の
桑
原
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に

こ
れ
ら
の
禁
令
は
多
く
空
文
で
あ
っ
て
、
明
清
代
を
通
じ
て
割
股
の
風
は
依
然
と
し
て
盛
ん
で
、
-286-

古
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

元
代
以
降
の
近
世
的
合
理
主
義
、
も
し
く
は
人
道
主
義
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
む
ろ
ん

ま
た
そ
れ
を
旋
表
し
た
事
例
に
も
こ
と
欠
か
な
い
。
し
か
し
た
と
え
立
て
前
の
み
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
孝
の
観
念
が
変
化
し
た
こ
と
は
争
い

難
い
事
実
で
あ
り
、
特
に
「
二
十
四
孝
」
の
よ
う
な
孝
行
の
模
範
を
示
す
も
の
か
ら
は
、
王
武
子
妻
や
劉
明
達
の
よ
う
な
肉
体
損
傷
の
話
は

消
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
『
孝
行
録
』
は
、
中
国
本
土
か
ら
は

い
わ
ば
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
あ
る
墓
中
を
除
い
て
そ
の
姿
を
く
ら
ま
し
、
中
国
文
化
圏

の
辺
境
で
あ
る
朝
鮮
お
よ
び
日
本
に
残
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
時
代
の
変
遷
に
よ
っ
て
淘
汰
さ
れ
た
中
国
中
心
部

の
過
去
の
文
化
遺
産
が
、
周
辺
部
と
し
て
の
朝
鮮
、
日
本
に
か
え
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
し
ば
し
ば
考
古
学
的
出
土

資
料
や
、
辺
境
と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
兼
ね
た
敦
燈
発
見
の
資
料
と
一
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
論
で
述
べ
た
。
『
孝
行
録
」
の



中
で
も
、
劉
明
達
の
話
な
ど
は

そ
の
好
例
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
同
じ
く
周
辺
部
と
い
っ
て
も
、
朝
鮮
と
日
本
と
で
は
、
中
国
文
化
の
残
存
の
し
か
た
、
あ
る
い
は
そ
の
受
容
の
あ
り
ょ
う
は
同
じ

で
は
な
い
。

「
孝
行
録
』
本
「
二
十
四
孝
」
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
前
論
で
述
べ
た
ご
と
く
、
室
町
期
の
禅
僧
、
通
恕
の
『
猿
吟
集
』
（
『
群

書
類
従
』
巻
三
二
八
）

そ
し
て
明
達
を
詠
ん
だ
詩
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
応
永
年
間
（
一
三
九
四
｜
一
四
二
八
）
以

に
、
老
莱
子
、
田
真
、

前
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
「
二
十
四
孝
」
の
摂
取
の
し
か
た
は
、
能
楽
の
「
孟
宗
」
か
ら
落

語
の
「
二
十
四
孝
」
ま
で
、
文
芸
的
も
し
く
は
芸
能
的
な
側
面
が
強
く
、
倫
理
的
な
要
素
に
は
む
し
ろ
乏
し
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の

点
は
、
孝
行
語
が
演
劇
の
素
材
と
な
っ
た
元
代
の
状
況
と
、
や
や
似
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
で
は
、
『
孝
行
録
』
の
後
、
李
朝
期
に
入
る
と
「
二
十
四
孝
」
は
『
三
綱
行
実
図
」
に
吸
収
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
倫
理

教
育
的
な
性
格
を
強
め
、
文
芸
や
芸
能
の
素
材
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
近
世
の
朝
鮮
と
日
本
に
お
け
る
社
会
と
文
化
、

し
て
中
国
文
代
の
受
容
方
式
の
相
違
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ


